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　家をリフォームした際、施工業者の勧めもあり、浴室前の洗面所の壁
と天井の表装を珪藻土にしました。まず下塗りを行い、その硬化後に上
塗りを行っていたようで、仕上がりは美麗で肌合いも良く、結露もしま
せん。改めて天然素材の良さに気付かされました。
　珪藻土は、一般に珪藻と総称されている単細胞藻類の死滅した珪酸
殻遺骸からなり、成分は含水非晶質シリカから出来ています。珪殻の
大きさは種類により一様ではありませんが、�5ミクロン程度を普通と
し、特異な多孔質構造です。原料土としては、70％以上の SiO�を含ん
だ白色のものが良質とされています。北海道喜茂別村産の最良のものは
SiO�が 9�.44％、強熱減量 5.8％で、SiO�中の可溶性シリカは 90.96％
の値が示されています �）。
　その他の産地としては能登半島が有名で、石川県工業試験場では能登
珪藻土を用いた吸放湿建材の開発研究が行われました。
　珪藻土だけでは、セメントのように自硬性はありませんので、一般に
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珪藻土は、加熱粉砕後にセメント系固化材や合成樹脂系エマルジョンと
混合して、壁用湿式建材として使用されているようです。

◇
　アルカリ条件下で溶解する可溶性シリカを含有する素材は、大昔から
建設材料として利用されてきました。�000年以上前に、イタリアでは
ベスビアス火山から噴出した火山灰と石灰を混合したものをコンクリー
トに使用しており、この火山灰は Pozzoliに産出するものが広く用いら
れたのでポゾラナ（pozzolana）と呼ばれ、これがポゾランの語源と考
えられています。またローマ時代には、仮焼粘土やレンガ屑の粉砕物を
石灰と混合し硬化材として用いており、このレンガ屑を砕いたものを
caementumと称したのがセメント（cement）の語源となっています �）。
　これら火山灰や仮焼粘土には可溶性シリカが含まれており、石灰や水
と混合すると石灰からの水酸化カルシウムと反応し、水に難溶性のカ
ルシウム・シリケート水和物を生成して固化したものと思われます。ま
た、これら可溶性シリカをポルトランドセメントに混和すると、セメン
トの水和において生成する水酸化カルシウムと反応してカルシウム・シ
リケート水和物を生成します。これらの反応を総称してポゾラン反応と
呼びます。
　セメントと混和してポゾラン反応を起こす材料には、天然ポゾランで
は火山灰、珪酸白土、珪藻土等があり、人工ポゾランではフライアッシュ、
シリカフューム、メタカオリン等があります。
　現在、大量に利用されている潜在水硬性を持つ高炉スラグ微粉末、フ
ライアッシュ、シリカフュームについて、以後の章で順次紹介していき
ます。
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